注記（関西国際空港関連事業特別会計財務諸表）
１．追加情報
（１）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
　①事業の概要
関西国際空港株式会社への出資、貸付等を行っています。
2 当該事業に関し説明すべき固有の事項
○　関西国際空港株式会社については、関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理に関する法律により、平成24年7月1日付で関西国際空港土地保有株式会社に商号変更し、空港用地の保有及び管理並びに空港用地の貸付事業を行うこととなりました。これによって、本府保有の株式も同土地保有株式会社の株式となりました。
平成24年3月31日時点において本会計に資産計上している出資金等のうち、関西国際空港株式会社の株式（額面50000円：1,802,240株）の価額は、「出資金の減額に関する取扱要領」に基づき、簿価評価額（901億1200万円）を計上しています。
　関西国際空港土地保有株式会社（旧関西国際空港株式会社）から新関西国際空港株式会社に承継される資産及び負債のうち資産については、法律により国に設置された評価委員会において評価がなされる予定で、これに基づき同土地保有会社の開始貸借対照表も作成される予定です。
　　　　○　大阪府の新公会計制度における地方債残高については、毎年度の元金償還相当額を公債管理特別会計に移し替えて表示するなど、各会計別の実残高とは異なっています。なお、本会計の実残高は91,009百万円です。詳しくは、公債管理特別会計の注記「地方債残高及び減債基金の表示」をご覧ください。

